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一 般 演 題

i)早期胃癌 と胃非上皮性腫燐が併存 した 2例

船越 和博
村山 久義 吉日 酬 嘱

楽園癌
化器再

清水 武昭 称土屋 義昭 ( 同 外科)

症例 1は65歳,男性.胃角部前畢ハIla型早期J齢り疑

いにて,胃亜全摘術を施行.切除標本では胃角部前蟹に

深遠鑑はmであった.また体下部小琴側の寮膜側 をこ14

机 継 8mm の腎 粘 膜 下 渡 感 を 認 め ,平滑筋肉腫であっ

た.

疑いこて. 胃 全 摘 術 を 施 行 切 除 標本では体 上1部小巧前

壁側をこ15× 済 × 8 m m の 夏 型 早 期癌を認め,組織塾は

tub1,深 遠 度 は sm で あ っ た 申 また前壁側に隣接 して

10＼10mm し'〕胃粘 膜 下 挿 喝 を 認 め,平滑筋腫で弄い言二.

早期胃癌に灘存 した胃 平 滑 筋 肉腫および胃平滑筋腫の

2症例を経験 し,早期胃癌と胃 非上皮性腫癌の併存は比

較的希と思われ,若干の文献的考察を加え報告 した一

211cm 廿 下早期Ll封Li行｢ Ⅹ 練学的検討
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槻 凝 宗良品品蒜毎)

梨本 篤 く 閲 外科)

角田 弘 ( 同 病理)

lcnl日下早期胃癌56仲Jに-~L,し､て.病変の高 さと深 さ

を計漁増しⅩ線俊昭現れ方との関係をしらべ,Ⅹ線診断の

限界封L巴握 L,X線検査ハ和己凍検討した.

隆起型1Lq例.陥凹型38例.隆起型LM!L一均しT)高 さは 0.9

mlll.陥ITl型(J')深 さは O.5mlllであった.隆起型は 0.7

Illm l十卜,陥凹型は 1.0mm 目上ですべて示現さI.1た.

隆起型の示現には大きさと高さが.陥凹型Lt大きさより

495

も深 さの円T-が重要であー,た.

6896Jであー,,た.部位別の示現率はM練壁,A前壁,後壁,

X線検査の対応(･こ【,前壁の検査密度を高めるこ上 Ba

を適度に溜める薄層法を重視するこ上 部位別にこまや

かiこ検査すること.読影は細心に行 うことが重曹と_考え

3)陥【l_潤 卑 ･期胃柚 こ対す る術前 r-I･3ブロッカ-

投与例 の検討

lLlt 汝軌 ･小林 11:_Flll

佐藤 明 ･市JI1-告 :.郎 璃 鳥 罷 民 病 院∋

渋谷 宏行 ( 同 病理)

H諾ブロッカーの強い抗濃藤作周が,腎悪性病変をこ及

ぼ す 影 響 を 知 る た め ,確静の得た陥凹塾早期癌23症例2冒

症 状 . 内 視 鏡 診 断 及び深速度診断LT)推移iこついて検討 し

た . 結 果 ･' 抱 部 症 状を伴う17例は本剤投与 1週日内仝例

に 症 状 出 肖 失 し た .内視鏡診断では投与前lIe+m上診

断 さ れ た 10 例 中 , 投 Lj一線rIc 5例.S12例と｢如眼的診

断 の 違 い が 生 じ た .深速度では投与前 sm 浸潤と診断

した例 ∴ 捜 lj･後 で はnl､l二浅く診断される傾向が見i､､わた.

以上の こ と か ら 摘記プロッカ-ぼ Ⅲ を伴 う療病変に

対 し短期 間 で 見 せかけ上の療病す転を来 しう愚.内視鏡的

深遠慶の 読 みが困難となる.悪性サイクルの単願出現と

なりうる .癌をこ伴う腹部症状を隠蔽することがある.

射 転移性 胃癌の 且例

松田 達郎 ･坂附羊･一郎

77-/f･嵐 修 ･会ttl 博 し 同 外科〕

告別 I E仁身 ( 同 病理)

羽賀 正人 (坂井翰診療所)

･1年前｣ 京発胃癌iこて噴門部胃切除を受け,さ上､)に同

年乳癌にて右 Auchincloss法の手術雁のある65歳L･'1女■

化し7う残胃に lうorI･mLII川 m型(T)病変を認九㌧ 原発胃癌〔ハ

観 織学的検索をこより乳癌の胃転移であったことが判明

した.

転移性胃癌においては,粘膜下腫境L'])汗多態で発生し,

C')で〕に潰癌を形成 Lて I3orrma王111rT型あるいはn型の


